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研究トピックス： 

地域在住高齢者における 

咀嚼能力・栄養状態・ＡＤＬに関する検討 

研究の要旨：  

高齢者では、加齢に伴い心身機能が低下し、虚弱 

（frailty）となることが問題視されています。中で 

も身体状況が低下し低栄養状態となる前に、口腔機 

能の低下が認められると考えられています。 

我々は、このことに着目し、「咀嚼力判定ガム」 

を用いて、地域在住高齢者の咀嚼力を客観的に評価 

すると共に、栄養状態や歩行能力、並びに、下肢筋 

肉量との関係を検討しました。「咀嚼力判定ガム」 

は、咀嚼することでガムから色素が溶け出し、唾液 

と混和することにより赤色となります。咀嚼力の低 

下した方や残存歯の少ない方は、上手に咀嚼できな 

いためガムは赤色に変化せず、ｂ＊値が高くなりま 

せん。本研究では、ガムの色調変化と TUG（応用歩 

行能力）と脚点（下肢筋肉量）に関連のあることを 

認めました。咀嚼力と歩行能力に関連のあることを 

報告したのは、我々が初めてです。さらに、韓国で 

の共同研究においても同様の方法を用い、日本と韓 

国の地域在住高齢者の比較検討を行いました。 
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b*値とTUGの関係

y = 1.7778x - 8.4367
r = 0.476
P=0.001
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脚点の評価による4分位値の分布
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